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研究成果の概要（和文）：本研究で達成した成果は次の通りである。(1) 奈良文化財研究所の「木簡字典」と東京大学
史料編纂所の「電子くずし字辞典」を一つの検索キー（字形画像）で検索可能な横断的字形検索システムを実現した。
(2) 画面サイズが数インチの携帯タブレットから、20インチクラスの大画面タッチパネルまで対応するスケーラブルな
字形検索システムを提案、実現した。(3) 様々なユーザ／クライアント環境とデジタルアーカイブを有機的に結合する
技術的基盤を確立することができた。

研究成果の概要（英文）：This research presents the following results. (1) Providing cross information 
retrieval technologies for Japanese major digital archives of historical documents: "Mokkan jiten" by 
Nara national research institute for cultural properties and "Denshi kuzushi-ji jiten" by 
historiographical institute the university of Tokyo. (2) Proposing scalable user interfaces of character 
pattern retrieval for variable sizes of touch display. (3) Connecting users/client systems and the 
digital archives for historical documents coordinately.

研究分野： 情報考古学

キーワード： 日本史　歴史学　デジタルアーカイブ　情報検索　パターン認識　ユーザインタフェース
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１．研究開始当初の背景 
古文書は過去を記録した史料であると同

時に、先人の英知を現代、そして未来に伝え
る生きた書物である。古文書デジタルアーカ
イブの収録点数が飛躍的に増加しつつある
今、古文書に整理・記録された先人の英知を
時代/文書の種類/用途を超えて活用する情報
検索技術の高次化は、古文書の真の価値を埋
没させることなく現代・未来に伝える上で不
可欠である。 
研究代表者は、奈良文化財研究所の史学者

らと共に古代木簡デジタルアーカイブの一
つ「木簡字典」の構築を進めてきた。8 世紀
前後を中心に作成・使用された古代木簡は平
城宮跡周辺だけで 20 万点超、日本全体では
約 35 万点が発見されており、当時の言語/地
名/人名/産業/地域間交流などを伝える極めて
有用な参考史料となっている。木簡字典では、
これらの古代木簡から得られた様々な情報
を Web 上などで広く公開している。 
また、木簡字典の活用を促進する取組みと

して、難読木簡解読支援のための検索技術の
研究を進めてきた。汚損・破損による情報欠
落が著しい古代木簡を解読する上で古文書
デジタルアーカイブは有用な類例の宝庫で
ある。研究代表者らはキー文字列の誤字/脱字
/語順変動に柔軟に対応できる曖昧テキスト
検索のための Extended Aho-Corrasick 法、
不完全な字体をキーとする破損字体検索の
ためのテンプレート修正法[3]などを実現す
るとともに、これらの技術を搭載した統合解
読支援環境「Mokkanshop」の一般公開を通
して、極限状態にある古代木簡に残る僅かな
情報（断片的な釈文/不完全な字体など）から
必要な古代木簡に辿り着ける知的情報検索
の実現が可能であることを証明してきた。 
これらの研究は古代木簡という領域に特

化したものであった。それらが一定の成果を
上げつつある中で、文字が持つ普遍性に着目
し、さらに広範囲の情報を容易かつ効果的に
検索する技術の構築は必然である。このよう
な考え方に基づき、研究代表者らはこれまで
に木簡字典と東京大学史料編纂所が管理す
る「電子くずし字字典データベース」との連
携テキスト検索を実現し、時代/文書の種類を
超えた古文書デジタルアーカイブの一例を
示した。また、紙/布など木片以外の古文書に
も広く見られる字形輪郭部の滲み・擦れに頑
健な字形解析技術、古文書の腐食、変質など
に伴う汚損・変色を字形と高精度に分離する
高度画像処理技術などを実現し、知的情報検
索の適用範囲拡大と高精度化に向けた高い
可能性を示した。 

 
２．研究の目的 
研究代表者は、本研究の遂行を通して、(a) 

破損字体検索/文脈処理/高度画像処理による
デジタルアーカイブの動的インデクシング
が時代/文書の種類を超えて有用であること、
(b)利用環境に応じたスケーラブルなハイブ

リッド情報検索インタフェースが古文書デ
ジタルアーカイブ群の横断的活用を促進す
ること、そして(c)高次情報検索技術の実現と
提供が多様な利用環境/ユーザーニーズに応
えるクラウド型古文書デジタルアーカイブ
構築の鍵となることを明らかにすることの 3
点を目標として設定した。それぞれ、細目に
ついては以下に補足する。 

 
(1)高度画像処理と破損字体検索は検索キー
とデジタルアーカイブの各レコードをア
ノテーションによって対話的に結合する。
また文脈処理は検索文字列とメタデータ
の柔軟な結合を提供する。動的インデクシ
ングといえるこれらの特性は時代/文書の
種類に依存せず、既存のメタデータによる
静的インデクシングと融合することで有
用な情報検索が実現できる。ただし、実装
レベルでは各デジタルアーカイブの長所
を活かすカスタマイズが必要となる。これ
らを切り分け、諸課題を明確にしながら、
実際に複数のデジタルアーカイブを対象
とした高次情報検索技術を構築し、それら
の有用性を高めることができることを証
明する。 

 
(2)大画面ワークステーションから小型携帯
端末まで様々な機材を結ぶ高速ネットワ
ークの普及により古文書デジタルアーカ
イブの利用環境は多様化している。これを
古文書デジタルアーカイブの利用スタイ
ルに多様性を生む好機と捉え、電子ペンに
よるユーザインタフェース構築/ネットワ
ークを利用した協調的古文書解読作業支
援の研究成果と経験を活かしつつ、Java 
VM/Servlet などを基盤としたセキュアで
柔軟性に富む負荷分散/機能選択型の情報
検索インタフェースを利用者に幅広く提
供することで、古文書デジタルアーカイブ
の持つ書物的価値の向上と利用者間の相
互交流の促進が図れることを明らかにす
る。 

 
(3)古文書デジタルアーカイブは遺物の保管
庫に留まらず、幅広い時代の古文書解読支
援、文化の考証などに利用可能な参考史料
の宝庫である。本研究の遂行を通して多様
な情報検索の経路を確保することにより、
デジタルアーカイブ群と多数の利用者を
有機的に結合する新時代のクラウド型古
文書デジタルアーカイブが実現できるこ
とを証明する。 

 
３．研究の方法 
研究代表者はデジタルアーカイブ管理者

である奈良文化財研究所（渡辺晃宏氏、馬場
基氏ら）、東京大学史料編纂所（井上聡氏、
久留島典子氏）、検索技術に不可欠な画像処
理などの研究者である信州大学白井啓一郎
氏、パターン認識／ユーザインタフェースの



専門家である東京農工大学中川正樹氏らと
の研究協力を行い、効果的な研究目標の達成
を実現してきた。また、研究代表者らがこれ
までの研究で得たアノテーション技術、画像
処理技術、パターン認識技術などを改良、発
展し、着実な成果構築にも努めてきた。 
 

４．研究成果 
本研究では、前述の「研究の目的」で挙げ

た各項目に対して、次のような成果を得るこ
とができた。 
(1) 奈良文化財研究所の「木簡字典」と東京
大学史料編纂所の「電子くずし字辞典」を
一つの検索キー（字形画像）で検索可能な
横断的字形検索システムを実現した。クラ
イアント・サーバ構成によるこのシステム
では、クライアント側を担当するユーザイ
ンタフェース、各デジタルアーカイブを担
当する字形検索サーバ、およびこれらを結
合するネットワーク／プロトコルで構成
される。クライアント、サーバを独立して
開発、更新することが可能であり、字形情
報の更新、最新の画像処理・ユーザインタ
フェースの迅速な導入を実現しつつ、複数
のデジタルアーカイブへの動的インデク
シングの提供を行うことができた。 

 
(2) 画面サイズが数インチの携帯タブレット
から、20 インチクラスの大画面タッチパネ
ルまで対応するスケーラブルな字形検索
システムを提案、実現した。アノテーショ
ンを含む各種操作はマウスだけでなくタ
ッチでも可能なものとした。また、特に処
理速度・主記憶領域の制限が大きい携帯タ
ブレットに対してはクライアント・サーバ
方式による検索処理支援を行うことで実
用性にも配慮した。 

 
(3) 上記の(a)および(b)に対する成果を組み合
わせることで、様々なユーザ／クライアン
ト環境とデジタルアーカイブを有機的に
結合する技術的基盤を確立することがで
きた。 

 
これらの成果については、査読付を含む国

内外の論文誌・研究会などでの公開・発表を
通して広範囲な普及にも尽力した。 
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